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○ 全産業活動指数：前月比＋0.1％ 

６月の全産業活動指数は前月比＋0.1％と、コンセンサス（同：▲0.3％、レンジ：同▲0.8％～＋0.5％）

を上回る結果となった。輸出や生産の減速などに伴い鉱工業生産指数、第３次産業活動指数などは悪化した

一方、公務等活動指数が改善したことなどから、全産業活動指数は３ヶ月連続でプラスとなった。四半期ベ

ースでみても、４－６月期は前期比＋0.8％と、１－３月期(同＋1.4％)に比べ改善ペースは鈍化したものの、

５四半期連続のプラスとなっており、全産業活動指数は改善傾向が継続している。 

内訳別にみると、プラスに寄与した指数は公務等活動指数（前月比寄与度：＋0.08％ポイント）、マイナ

スに寄与した指数は第３次産業活動指数（同：▲0.07％ポイント）、鉱工業生産指数（同：▲0.21％ポイン

ト）、建設業活動指数(同：▲0.08％ポイント)であった。 

 

○ 鉱工業生産指数は４ヶ月ぶりに悪化 

個別にみると、鉱工業生産指数は前月比▲1.1％と前月(同＋0.1％)から一転してマイナスとなった。国内

外での設備投資の持ち直しを背景として一般機械は増加基調が続いているものの、中国を中心としたアジア

向け輸出の減速や在庫復元効果の一巡などを受けて、輸送機械や電子部品・デバイスなどが落ち込んだこと

が影響した。 

また、第３次産業活動指数も前月比▲0.1％と２ヶ月連続のマイナスとなった。ソフトウェア受注の減少

や生産の減速などによって企業部門の活動が悪化したことなどがマイナスに寄与した。 

(単位：％）

全産業活動指数

前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比
09 1-3月 ▲ 6.3 ▲ 11.1 ▲ 3.1 ▲ 6.6 ▲ 20.0 ▲ 34.6 0.2 ▲ 0.3 ▲ 0.5 ▲ 1.1

4-6月 1.1 ▲ 9.3 ▲ 0.6 ▲ 6.1 6.5 ▲ 27.4 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 2.0 0.1
7-9月 1.1 ▲ 7.0 0.6 ▲ 4.7 5.3 ▲ 19.4 0.1 0.7 ▲ 6.2 ▲ 6.4

10-12月 0.1 ▲ 3.7 ▲ 0.3 ▲ 3.4 5.9 ▲ 4.3 0.0 0.1 ▲ 5.3 ▲ 13.5
10 1-3月 1.4 3.7 1.1 0.7 7.0 27.5 ▲ 0.8 ▲ 0.8 0.7 ▲ 12.2

4-6月 0.8 3.4 ▲ 0.2 1.3 1.5 21.0 ▲ 0.4 ▲ 1.2 ▲ 0.5 ▲ 11.1

09 1月 ▲ 1.3 ▲ 9.0 ▲ 0.1 ▲ 4.5 ▲ 8.4 ▲ 30.9 ▲ 0.2 ▲ 1.0 ▲ 0.7 ▲ 1.5
2月 ▲ 3.7 ▲ 12.5 ▲ 0.7 ▲ 7.4 ▲ 8.6 ▲ 38.6 0.3 0.8 ▲ 0.1 ▲ 1.1
3月 ▲ 1.0 ▲ 11.7 ▲ 3.4 ▲ 7.7 2.2 ▲ 33.8 0.2 ▲ 0.8 ▲ 0.5 ▲ 0.9
4月 2.4 ▲ 10.0 2.0 ▲ 6.2 4.5 ▲ 31.0 ▲ 0.6 ▲ 0.9 0.2 0.9
5月 0.9 ▲ 10.0 ▲ 0.2 ▲ 7.1 4.6 ▲ 29.0 0.5 1.2 ▲ 1.6 1.0
6月 0.3 ▲ 7.9 0.2 ▲ 5.1 1.5 ▲ 22.5 ▲ 0.3 ▲ 0.8 ▲ 2.5 ▲ 1.3
7月 0.5 ▲ 8.0 0.5 ▲ 5.3 1.1 ▲ 22.3 0.2 0.6 ▲ 2.5 ▲ 3.5
8月 0.0 ▲ 6.3 0.2 ▲ 4.1 1.5 ▲ 18.3 ▲ 0.2 0.4 ▲ 1.5 ▲ 6.5
9月 0.1 ▲ 6.7 ▲ 0.3 ▲ 4.7 1.8 ▲ 17.5 0.1 1.3 ▲ 1.9 ▲ 8.8

10月 0.2 ▲ 6.1 0.2 ▲ 4.4 1.5 ▲ 14.4 ▲ 0.2 0.5 ▲ 1.0 ▲ 10.5
11月 ▲ 0.2 ▲ 3.3 ▲ 0.2 ▲ 3.0 2.6 ▲ 2.9 0.2 ▲ 0.5 ▲ 3.6 ▲ 14.5
12月 ▲ 0.3 ▲ 1.6 ▲ 0.7 ▲ 2.7 2.6 6.4 0.2 0.3 ▲ 0.4 ▲ 15.3

10 1月 3.4 1.9 2.9 ▲ 0.1 4.3 18.9 ▲ 1.3 ▲ 0.3 0.7 ▲ 13.9
2月 ▲ 2.2 4.2 ▲ 0.5 0.6 ▲ 0.6 31.3 0.5 ▲ 0.6 4.3 ▲ 10.0
3月 ▲ 0.6 5.0 ▲ 2.6 1.8 1.2 31.8 0.0 ▲ 1.5 ▲ 4.0 ▲ 13.0
4月 1.9 4.0 2.4 1.8 1.3 25.9 ▲ 0.8 ▲ 1.1 ▲ 4.4 ▲ 17.0
5月 0.1 3.3 ▲ 0.8 1.2 0.1 20.4 ▲ 0.1 ▲ 1.7 9.2 ▲ 8.1
6月 0.1 3.0 ▲ 0.1 0.8 ▲ 1.1 17.3 0.7 ▲ 0.7 ▲ 1.8 ▲ 7.5

(出所）経済産業省「全産業活動指数」

第３次産業活動指数 鉱工業生産指数 公務等活動指数 建設業活動指数
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加えて、建設業活動指数も前月比▲1.8％と２ヶ月ぶりにマイナスに転じた。内訳別にみても、公共・建

設・土木活動指数が同▲3.5％(前月同＋20.4％)、民間・建設・土木活動指数が同▲2.1％(前月同＋5.9％)

と、共に悪化している。公共投資の減少などが背景にあると考えられる。 

 

○ 先行き景気の減速感が強まる中、改善ペースは鈍化していく可能性が高い 

全産業活動指数の先行きを展望すると、鉱工業生産指数は、輸出の減速や政策効果の一巡などを背景に、

増産ペースの鈍化が見込まれる。 

さらに、第３次産業活動指数も、生産の減速に伴って企業部門は低水準での推移が続くと予想されること

に加え、家計部門も、各種所得支援策による消費下支え効果は見込まれるものの、雇用・所得環境の回復は

緩やかなものに留まると見込まれる下では、緩慢な動きが続くだろう。そのため、全体では回復力に乏しい

動きが継続しよう。 

これまで全産業活動指数は、輸出や生産の回復などに伴って順調に改善してきたが、先行き景気の減速感

が強まる中、改善ペースは鈍化していく可能性が高い。 

 

   

     

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

全産業活動指数前年比寄与度分解
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第３次産業活動指数と全産業活動指数(季調値)
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実質GDPと全産業活動指数 (前期比)
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(出所) 内閣府｢国民経済計算｣、経済産業省｢全産業活動指数｣
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鉱工業生産指数（季調値）
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